
 

２月 2２日（土） 
 

第 10回くらしき未来 K 塾 
～「知識を以てまちに仕えよ」      

教育機関と地域の互恵関係～ 
 

 

 

「余の使命は教育にあり」 【大原孫三郎】 

 

「くらしき未来 K塾」は学校と社会の包括的教育改革と志あ 

る教師・市民の「腹の足しになる」応援を目標に、常にタイム 

リーかつ先進的なセミナーを提案・開催してまいります。 

 

共催 一般社団法人高梁川流域学校 

  

    

日 程 

◆ 開会挨拶  13:00～ 

◆ 講話 13:10～13:30 

「2030 年の地域の暮らし            

とは？～学びとなりわい～」 

渋澤 寿一 氏  

（共存の森ネットワーク理事長） 

◆ 講演 13:30～15:30  

 「『アメリカで一番住みたい町』           

の社会参画型教育」 

          吉川 幸 氏   

（岡山大学実践型教育プランナー）                    

◆ まとめ 15:40～16:10 

大久保 憲作 氏   

（高梁川流域学校代表理事） 

館長 山下 陽子 

                                  

◆ 井戸端会議（交流会）

17:30~19:30 

 

 

  

 

【お申し込み・お問合せ】 

語らい座大原本邸 

倉敷市中央 1-2-1    

tel 086-434-6277 

fax 086-434-6244 

Ｅmail kmkj＠   

oharahontei.jp 

お申込は tel・fax・mail で 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本館は、江戸時代後期（寛政 7年着手）の「旧大原家住宅」です。昭和 46年（1971 年）に母屋始め敷地内 10棟

が国の重要文化財に指定されましたが、ここを多くの皆さまに語らいの場として広く楽しんでいただくべく、平成

30 年（2018 年）4 月「語らい座大原本邸」としてグランドオープンしました。カタライザは catalyzer（触媒）。本

館主催のセミナー始め、学校・企業の様々な教育プログラム支援にも尽力しております。 

本セミナーSecond Stage 第三弾は、認定特定非営利活動法人共存の森ネットワーク渋澤寿一理事長のご講話と岡

山大学で実践型社会連携教育を担当する吉川幸先生のご講演です。また今回は地元で多彩な活動を展開する『高梁

川流域学校』との初コラボレーションでもあり、多様な切り口での「地域未来」と我々の果たす役割について多く

のヒントをいただけるものと思います。その中で、「社会に開かれたカリキュラム」の様々な可能性、これからの

地域と学校の連携・協働のあり方についても明確な方向性が見えてくるのではないかと期待しています。 

教師に限らず、「未来育て」に思いを持たれる多くの方々のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

なお、語らい座大原本邸では KATALYZER 会員（年会費 1 万円 申込より 1 年間有効 特典有り）の募集も行

っております。今回のセミナーと同時申込み（会員優待）も可能ですので、併せてご検討くださいませ。   

館長 山下 陽子  

 

「第 10回くらしき未来Ｋ塾」申込書           ＊先着 40名 

お名前
ふ り が な

 

ご住所 

電話番号 勤務先 

E-mail 

受講料    □ 一般（3,000円） □ KATALYZER会員（2,000円） 

井戸端会議（交流会・希望者のみ）   □ 参加する   □ 参加しない 
＊会場の都合上先着 10名程度まで。お一人 2,000円（おつまみ・飲み物付）申し受けます。 

KATALYZER会員（同時申込希望）  □（年会費 10,000円） 

 ＊特典 入館無料（通年・同伴者 1名まで）珈琲チケット 10枚付 セミナー等への会員優待（今回含む） 

≪該当の□にレをお入れください。ご記入頂いた個人情報は受講申込・会員申込のみ使用いたします。≫ 

 

吉川 幸 氏  岡山大学実践型教育プランナー・教育系企業で新規事

業開発に携わりながら大学院に進学し、SDGs における教育の役割、

高等学校段階での社会性の育成について研究。2016 年より現職に転

じ、実践型社会連携科目の企画開発や「地域ぐるみのひとづくり」と

題した地域の教育魅力化に取り組んでいる。博士（総合社会文化）。

2020 年度より岡山大学全学教育・学生支援機構准教授。 

渋澤 寿一 氏 1980 年、東京農業大学大学院博士課程修了。 同年国際協力事業団専門家としてパラグアイ国立農業試験場に

赴く。 帰国後、テーマパーク「長崎オランダ村」、循環型都市「ハウステンボス」取締役として、企画段階から建設・運営段階

まで携わる。1998 年、NPO 法人 樹木・環境ネットワーク協会理事長。2007 年、NPO 法人共存の森ネットワーク副理事長と

して、日本や各国の環境 NPO と森づくり、地域づくり、人づくりの活動を実践。バイオマスを利用した地域内循環システムづく

り、多様な主体による里山保全・奥山の環境修復・都市の緑地や公園のメンテナンスなどを、NPO、企業、行政、市民の協働で

進める。また、林野庁、文部科学省、(社)国土緑化推進機構とともに「森の聞き書き甲子園」を主催し、地域に残された森で生き

る知恵を現代の高校生につなぐ活動を行う。岡山県真庭市「資源循環型事業連携協議会」会長、同市「地域再生マネージャー」と

して真庭バイオマスツアーを立ち上げる。 農学博士。國學院大學講師。 

 

 


